
　那覇市長　宛

令和 年 9 月 18 日

中間報告書
令和 8 年　6月　11日付け、那覇市指令市ま第1143号で交付決定の通知を受けた当該事業につい

て、現時点での進捗を下記のとおり報告します。また、市ホームページへの掲載を承認し、中間報

告会で他団体とも内容を共有します。

1.事業名 「権利ってなに?」から始まる、自分たちの声を形にする「こどもの権利かるた」制作・交流事業 

2.実施内容

実施日時： 2026年8月20日(木) 9:30～12:30（2校時～4校時 / 50分×3コマ）

実施場所： 那覇市立仲井真中学校 3学年 各教室（4クラス同時進行）

対  象： 仲井真中学校 3学年 4クラス（生徒総数・アンケート回答者数：122人）

スタッフ：

講師：横江 崇（弁護士 ※オンラインで各クラスへ配信）

ファシリテーター・サポーター：9名（上野さやか、浦崎直己、田邊裕貴、鶴田厚子、山崎新、横江崇、吉田理央、上村

直子、安次富亮伍）

プログラム内容：

2校時（オリエンテーション・デモ版かるた実践）： ファシリテーターによる自己紹介と目的共有の後、大人たちが作成

したデモ版「こどもの権利かるた」を使った個人戦を実施。身近なエピソードを通じて権利に興味を持ち、グループで振

り返りを行いました。

3校時（こどもの権利講話・生活の中の理不尽の共有）： 横江崇弁護士によるオンライン講話（スライド解説）を実施

し、子どもの「4つの権利（生きる、育つ、守られる、参加する）」について学びました。その後、ユニセフのシートや

かるたを参考に、普段感じる「理不尽」についてグループで対話を行いました。

4校時（かるたづくりワークショップ）： デモ版を参考にしながら、生徒自身が侵害されている状態や権利が守られてい

る状態をエピソードとして書き出し、新しいかるたのワードやアイデアを各自作成・グループで共有しました。
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団体名　NPO法人こどもの権利ネットワークおきなわ

代表者　山崎　新

担当者　山崎　新

「なは市民活動支援事業」

【良かった点】

3.事業を一言で

表現すると

(例：生活困窮世帯に食糧を配布することで、対象者が安定して食事が取れるように支援する。)

こどもたちが理不尽を笑いに変える「権利かるた」を作り、対話を通じて権利を自分事にする。

【改善点・今後につなげる点】

4.これまでの活動の

振返り

アンケートの結果、「デモ版かるたをプレイしてどう感じました

か？」の問いに対し、「とても面白かった」「まあ面白かった」と回

答した生徒が計110名（約90%）に上り、楽しみながら権利を身近に

感じるという当初の狙いとニーズが強くマッチしていました。

「権利がどんなものかわかりましたか？」という問いでも、「とても

わかった」「少しわかった」と回答した生徒が計113名（約92%）に

達し、講話とワークショップを通じた理解の深まりが確認できまし

た。

生徒たちが自らの実体験に基づき、「自分の意見が尊重されない」

「勝手に将来を決められる」といった日常の理不尽を権利の視点から

捉え直し、主体的にかるたのアイデアを創出する素晴らしいプロセス

が展開されました。

4クラス同時進行におけるオンライン配信の機材調整や、限られた時

間内でのグループワークの進行において、ファシリテーター間での事

前の綿密な役割分担やタイムマネジメントのさらなる工夫が必要であ

ると感じました。

中学生から出されたリアルな声やアイデアを、今後の本格的な「沖縄

版こどもの権利かるた」の48音選定・デザイン制作へ確実に反映させ

るための編集・データ構成プロセスを丁寧に進めていく必要がありま

す。
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5.今後の活動予定

（事業期間内又はすでに終

了した団体については次の

予定）

（何をいつ実施するか、対象者や実施場所、など）

10月～11月： いただいたコメントや生徒たちのアイデアをもとにしたデータ構成（編集委員会）、かる

たの札の選定およびデザイン制作・ブラッシュアップ。

12月～1月下旬： 「沖縄版こどもの権利かるた」の正式発注、および一般公募の親子等を対象とした「新

春カルタ大会」の開催。

（　沖縄タイムス2026.9.1　）

6.活動写真

（簡単な説明文を記入）

7.今回の達成目標

（当初の事業計画書に記載

した目標）

8.現時点の目標達成度

（例：60%達成）
50%

・ワークショップの実施： 仲井真中学校 3学年（4クラス）で無事実施完了（目標達成度 100%）

・かるたの完成に向けた基礎データの収集： 生徒122名による豊富なかるた案・ワークシートの回収（目標達成度

100%）

・権利という言葉が身近になったと感じた児童生徒の割合：

アンケート結果において、「権利がわかった」「授業が面白かった・理解が広がった」と肯定的に回答した生徒の割合が

90%以上を達成し、目標値（70%）を大きく上回りました。

（かるたで遊びながら権利について学ぶ様子　） （　かるたで遊びながら権利について学ぶ様子）
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